
岡山市木造住宅耐震改修等事業補助金交付要綱 

 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は，大地震発生時における住宅の倒壊等の被害から市民の生命及び財産

を守り，市域の減災を図るため，既存の木造住宅の耐震改修工事等を行う者に対し，予

算の範囲内において岡山市木造住宅耐震改修等事業補助金（以下「補助金」という。）

を交付するものとし，その交付に関しては，この要綱に定めるほか，岡山市補助金等交

付規則（昭和４８年市規則第１６号。以下「規則」という。）に定めるところによる。 

（定義） 

第２条 この要綱において使用する用語の意義は，規則において使用する用語の例による。 

２ この要綱において，次の各号に掲げる用語の意義は，それぞれ当該各号に定めるとこ

ろによる。 

(1) 木造住宅 木造の一戸建ての住宅（店舗等の用途を兼ねるもの（ただし，店舗等の

用に供する部分の床面積が延べ床面積の２分の１未満のものに限る。）を含む。）を

いう。 

(2) 耐震診断 既存の木造住宅の地震に対する安全性を診断するものであって，次のい

ずれかに該当するものをいう。 

ア 岡山市建築物耐震診断等事業補助金交付要綱の規定に基づき実施されるもの 

イ 「建築物の耐震診断及び耐震改修に関する技術上の指針に係る認定について」

（平成３１年１月１日付け国住指第３１０７号）別添１の表の(2)に規定する

（財）日本建築防災協会による「木造住宅の耐震診断と補強方法」に基づき実施さ

れるものであって，岡山県知事の指定する評価機関による耐震診断結果の評価を受

けたもの 

(3) 住宅性能評価 住宅の品質確保の促進等に関する法律（平成１１年法律第８１号）

第５条の住宅性能評価をいう。 

(4) 倒壊の危険性がある住宅 耐震診断又は住宅性能評価を受け，その結果が，耐震診

断にあっては上部構造評点が１．０未満，住宅性能評価にあっては耐震等級が１に満



たない住宅をいう。 

(5) 耐震基準 耐震診断にあっては上部構造評点が１．０以上，住宅性能評価にあって

は耐震等級が１以上を満たす性能をいう。 

(6) 木造住宅耐震診断員 岡山県木造住宅耐震診断員認定要綱第３条の規定により，岡

山県知事の登録を受けた者をいう。 

(7) 耐震改修工事 耐震診断の結果又は既存住宅性能評価により，倒壊の危険性がある

と判断された既存木造住宅の全部を耐震化のために改修する工事（別表第１に定める

耐震基準を確保するために行うもの及び木造住宅耐震診断員が工事監理を行うものに

限る。）をいう。 

 (8) 部分耐震改修工事 耐震診断の結果，倒壊の危険性があると判断された既存木造住

宅の一部を耐震化のために改修する工事（別表第２に定める耐震基準を確保するため

に行うもの及び木造住宅耐震診断員が工事監理を行うものに限る。）をいう。 

 (9) 耐震シェルター等 地震発生時に居住している住宅の倒壊から自らの命を守るた

めの装置であって，防災ベッド又は耐震シェルターとして，東京都「安価で信頼でき

る木造住宅の「耐震改修工法・装置」の事例紹介」の装置部門で選定されているもの

（別表第３）又はその他市長が認めるものをいう。 

(10) 耐震シェルター等設置工事 耐震診断の結果又は既存住宅性能評価により，倒壊

の危険性があると判断された既存木造住宅における耐震シェルター等の設置工事（別

表第４に定める耐震基準を確保するために行うものに限る。）をいう。 

(11) 高齢者等 ６５歳以上の方が居住している世帯，障がい者の方が居住している世

帯又は収入分位２５％以下の世帯をいう。 

(12)要安全確認計画記載建築物 建築物の耐震改修の促進に関する法律（平成７年法律

第１２３号）第７条第２号及び第３号に規定する要安全確認計画記載建築物をいう。 

(13) 特定行政庁 建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第２条第３５号に規定す

るものをいう。 

（補助事業） 

第３条 補助金の交付の対象となる事業（以下「補助事業」という。）は，次の各号のい

ずれかの工事とする。 



 (1) 耐震改修工事 

 (2) 部分耐震改修工事 

 (3) 耐震シェルター等設置工事 

（補助対象建築物） 

第４条 補助金の交付の対象となる木造住宅（以下「補助対象建築物」という。）は，次

の各号に掲げる要件のいずれをも満たす建築物とする。 

(1) 市内に存すること。 

(2) 昭和５６年５月３１日以前に建築の工事に着手したこと。 

(3) 地上階数が２以下であること。 

(4) 倒壊の危険性がある住宅であること。 

(5) 耐震改修工事にあっては,要安全確認計画記載建築物ではないこと。 

（補助事業者） 

第５条 補助事業者は，前条に規定する補助対象建築物の所有者とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，次の各号のいずれかに該当する者は，補助事業者としない。 

(1) 市税を完納していない者 

(2) 規則第２０条第１項各号に定める事由により補助金の交付決定の取消しを受け，当

該取消しの日の属する年度の翌年度から起算して２年を経過していない者 

(3) 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条

第６号に規定する暴力団員（暴力団員でなくなった日から５年を経過していない者を

含む。） 

（補助金の交付制限） 

第６条 補助金の交付回数は，同一の補助対象建築物については第３条第１項各号に掲げ

るいずれかの工事につき１回までとし，既にこの要綱による補助を受けた事業は対象と

しない。 

２ 前項の規定にかかわらず，補助対象建築物が同一敷地内に複数存在する場合にあって

は，当該敷地につき１回までとする。 

（補助対象経費） 

第７条 補助事業の実施に際し支出される経費のうち，補助金の交付額の算定に当たって



対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は，別表第１，別表２及び別表４に

定めるところによる。ただし，次に掲げる経費を除くものとする。 

(1) 工事の設計に係る費用 

(2) 増築，リフォーム等に係る費用（耐震改修工事及び部分耐震改修工事のために施工

される部分を除く。） 

２ 補助対象経費に消費税及び地方消費税が含まれる場合にあっては，消費税仕入控除税

額を控除するものとする。 

（補助金額） 

第８条 補助金の助成額は，別表第１，別表２及び別表４により算出した金額を交付する。

ただし，１，０００円未満の端数が生じるときは，これを切り捨てるものとする。 

（交付申請） 

第９条 補助金の交付を受けようとする者は，この要綱に定める条項の適用を受けること

について同意した上で，補助事業に着手する前に岡山市木造住宅耐震改修等事業補助金

交付申請書（様式第１号）を市長に提出して行わなければならない。 

２ 規則第５条第１項第５号に規定するその他市長が必要と認める書類は，次のとおりと

する。 

(1) 木造住宅の建築の工事着手時期が推測できる書類 

(2) 木造住宅の登記簿謄本等の建物所有者が確認できる書類 

(3) 木造住宅の所有者と占有者（居住者）又は土地所有者とが異なる場合は，これらの

利害関係者の補助事業実施に係る同意書 

(4) 付近見取図 

(5) 補助対象建築物の外観写真 

(6) 耐震改修工事物件調書（様式第２号） 

(7) 見積書及び見積内訳書の写し 

(8) 木造住宅の耐震診断の報告書の写し 

(9) 耐震改修工事においては，補強計画書の写し 

(10) 部分耐震改修工事にあっては，部分補強計画書の写し 

(11) 市税の完納証明書 



(12) 高齢者等が居住することを証する書類として市長が特に必要と認めるもの 

３ 規則第５条第２項の規定により，同条第１項第１号から第４号までの書類の添付は要

しない。 

（決定通知） 

第１０条 規則第８条の規定による通知は，岡山市木造住宅耐震改修等事業補助金交付決

定通知書（様式第４号）により行うものとする。 

（計画変更等の承認） 

第１１条 規則第１２条の規定による計画変更等の申請は，次の各号に掲げる変更等の区

分に応じ，当該各号に掲げる書類を市長に提出して行わなければならない。 

(1) 補助金の交付決定額に変更が生じるとき 岡山市木造住宅耐震改修等事業補助金交

付決定額変更申請書（様式第５号） 

(2) 補助金の交付決定額に変更が生じないとき 岡山市木造住宅耐震改修等事業変更承

認申請書（様式第６号） 

(3) 補助事業を中止し，又は廃止しようとするとき 岡山市木造住宅耐震改修等事業中

止（廃止）承認申請書（様式第７号） 

２ 市長は，前項の申請の承認に際し，必要に応じて条件を付し，又は変更することがで

きる。 

３ 規則第１２条の承認は，岡山市木造住宅耐震改修等事業補助金交付決定変更通知書

（様式第８号）又は岡山市木造住宅耐震改修等事業変更・中止（廃止）承認通知書（様

式第９号）を補助事業者に通知することにより行うものとする。 

（着手届） 

第１２条 規則第１５条に規定する着手届は，岡山市木造住宅耐震改修等事業着手届（様

式第１０号）に契約書の写しを添付して市長に提出しなければならない。 

（中間検査） 

第１３条 補助事業者は，中間工程の工事が完了したときは，岡山市木造住宅耐震改修等

事業中間検査申請書（様式第１１号）を市長に提出し，中間検査を受けなければならな

い。ただし，耐震シェルター等設置工事にあっては，この限りではない。 

（完了検査） 



第１４条 補助事業者は，当該補助事業が完了したときは，直ちに岡山市木造住宅耐震改

修等事業完了検査申請書（様式第１２号）を市長に提出し，完了検査を受けなければな

らない。 

（実績報告） 

第１５条 補助事業者は，補助事業が完了したときは，その完了した日から起算して２０

日以内又は補助金の交付の決定に係る会計年度が終了したときのいずれか早い期日まで

に，岡山市木造住宅耐震改修等事業実績報告書（様式第１３号）に次に掲げる書類を添

付して市長に報告しなければならない。 

(1) 事業実績明細書（様式第１４号） 

(2) 領収書の写し 

（補助金の額の確定） 

第１６条 規則第１７条に規定による通知は，岡山市木造住宅耐震改修等事業補助金交付

額確定通知書（様式第１５号）により行うものとする。 

（補助金の交付） 

第１７条 規則第１９条第２項に規定する請求は，岡山市木造住宅耐震改修等事業補助金

交付請求書（様式第１６号）を市長に提出して行わなければならない。 

（公表） 

第１８条 市長は，本事業の耐震改修工事の結果を遅滞なく公表するものとする。ただし，

岡山市情報公開条例（平成１２年市条例第３３号）第５条各号に定める情報は公表して

はならない。 

（取引上の報告） 

第１９条 補助事業を完了した者は，当該木造住宅を譲渡しようとするとき，貸与してい

るとき，又は貸与しようとするときは，譲受人となる者，賃借人又は賃借人になる者に，

耐震改修工事の結果を報告しなければならない。 

（委任） 

第２０条 この要綱に定めるもののほか，この要綱の実施に関し必要な事項は，市長が別

に定める。 

 （代理受領） 



第２１条 補助事業者は，補助金の受領を，当該補助事業を施工した業者（以下「耐震事

業者」という。）に委任する方法（以下「代理受領」という。）により行うことができ

る。 

２ 代理受領により補助金の交付を受けようとする者は，補助金交付申請をするときは，

第９条に規定する書類に加えて，岡山市木造住宅耐震改修等事業代理受領予定届出書

（様式第１７号）を添付して市長に提出しなければならない。 

３ 代理受領の中止を行うときは，実績報告書を提出する前までに，岡山市木造住宅耐震

改修等事業代理受領予定届出取下書（様式第１８号）を市長に提出しなければならない。 

４ 代理受領により補助金の交付を受けようとする補助事業者は，補助事業が完了したと

きは，第１５条に規定する書類に代えて，次に掲げる書類を実績報告書に添付して市長

に報告しなければならない。 

 (1)事業実績明細書（様式第１４号） 

 (2)補助事業に要した事業費に係る請求書の写し及び当該請求書に係る額から補助金額

を差し引いた額の領収書の写し 

 (3)岡山市木造住宅耐震改修等事業内訳報告書（様式第１９号） 

５ 代理受領により補助金の交付を受けようとする補助事業者は，補助金の交付を請求す

るときは，第１７条で規定する補助金交付請求書に加えて，岡山市木造住宅耐震改修等

事業代理受領に係る委任状（様式第２０号）を添付して市長に提出しなければならない。 

附 則 

この要綱は，平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は，平成２６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は，平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は，平成２９年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は，平成３０年４月１日から施行する。 



附 則 

 この要綱は，平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は，令和元年１０月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の規定は、この要綱の施行の日（以下「施行日」という。）前に補助金を交

付すべき事由が生じ、かつ、施行日以降に工事が完了した事業について適用する。 

附 則 

この要綱は，令和３年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表第１（第２条，第７条，第８条関係） 

既存木造住宅の性能 耐震基準 補助対象経費 補助率 補助金交付限度額 

耐

震

改

修

工

事 

耐

震

診

断 

上部構造評点が

1.0未満のもの 

上部構造評点が 

１．０以上 

耐震改修工事に

要する費用 
４／５  

一住宅につき１，０

００千円を上限とす

る。 

既

存

住

宅

性

能

評

価 

耐震等級が１に

満たないもの 

耐震等級が 

１以上 

耐震改修工事に

要する費用 
４／５  

一住宅につき１，０

００千円を上限とす

る。 

 

 

別表第２（第２条，第７条，第８条関係） 

既存木造住宅の性能 耐震基準 補助対象経費 補助率 補助金交付限度額 

部

分

耐

震

改

修

工

事 

耐

震

診

断 

上部構造評点

が１．０未満

のもの 

岡山県が定める技

術 基 準 に おけ る

「部分耐震性能」

を有すること 

部分耐震改修工

事に要する費用 

ただし，１世帯

につき１箇所ま

でとする。 

１／２ 

一住宅につき２００

千円（高齢者等にあ

っては，４００千

円）を上限とする。 

 

 



 

別表第３（第２条関係） 

補助対象となる耐震シェルター等の一覧 

番号 分 類 名 称 会 社 名 備 考 

１ 防災ベッド 
ウッド・ラック 

(WOOD・LUCK) 
新光産業株式会社 東京都「安価で

信頼できる耐震

改修工法・装

置」の装置部門

で選定 

２ 防災ベッド 
介護用 

防災フレーム 
株式会社ニッケン鋼機 

３ 防災ベッド 防災ベッドBB-002 株式会社ニッケン鋼機 

４ 防災ベッド 安心防災ベッド枠Ａ フジワラ産業株式会社 

５ 防災ベッド 安心防災ベッド枠Ｂ フジワラ産業株式会社 

６ 耐震シェルター 木質耐震シェルター 株式会社一条工務店 

７ 耐震シェルター 
耐震シェルター 

「レスキュールーム」 
有限会社ヤマニヤマショウ 

８ 耐震シェルター 
耐震シェルター 

耐震和空間 
株式会社ニッケン鋼業 

９ 耐震シェルター 
木造軸組耐震 

シェルター「剛建」 
有限会社宮田鉄工 

１０ 耐震シェルター 
耐震ＴＢシェルター 

「鋼耐震」 
株式会社東武防災建設 

１１ 耐震シェルター 
つみっく 

ブロックシェルター 

株式会社つみっく 

NPO法人つみっ庫くらぶ 

１２ 耐震シェルター シェルキューブ 
株式会社デリス建築 

研究所 

１３ 耐震シェルター シェルキューブＲ 
株式会社デリス建築 

研究所 

１４ 耐震シェルター 
シェルターユニットバ

ス（ＵＢ） 
Ｊ建築システム株式会社 

１５ 耐震シェルター シェル太くん工法 株式会社ヤマヒサ 

１６ 耐震シェルター 
耐震健康シェルター 

「命守」 

株式会社青ヒバの会ネッ

トワーク 

 



１７ 耐震シェルター 

耐震ベッド 

「ウッド・ラック」 

ひのき庵 

新光産業株式会社 

１８ 耐震シェルター 減災寝室 有限会社扇光 

１９ 耐震シェルター 
パネル式 

耐震シェルター 
ＳＵＳ株式会社 

※岡山市内では取り扱いができない商品がある場合があります。 

詳細につきましては、各会社へお問い合わせください。 

 

 

別表第４（第７条，第８条関係） 

既存木造住宅の性能 耐震基準 補助対象経費 補助率 補助金交付限度額 

耐

震

シ

ェ

ル

タ

ー

等

設

置

工

事

費 

耐

震

診

断 

上部構造評点

が 1.0未満の

もの 

１階部分に別表

第３に定める耐

震シェルター等

を設置すること 

耐震シェルターの購

入，運搬及び設置に

要する費用 

１／２ 

一住宅につき１００

千円（高齢者等にあ

っては，２００千

円）を上限とする。 

既

存

住

宅

性

能

評

価 

耐震等級が１

に満たないも

の 

防災ベッドの購入，

運搬及び設置に要す

る費用 

１／２ 

一住宅につき５０千

円（高齢者等にあっ

ては，１００千円）

を上限とする。 

 


